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全
地
区
の
自
治
委
員
の
協
力

で
65
歳
以
上
の
方
が
参
加
、
こ

の
内
３
０
９
名
が
競
技
に
参
加

し
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
来
賓
の
朝
倉

町
長
が
、
玖
珠
町
の
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
や
男
女
比

に
つ
い
て
ふ
れ
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
今
後
益
々
元
気
で
活
躍

さ
れ
る
よ
う
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
88
歳
以

上
の
方
（
最
高
齢
94
歳
！
）
18

名
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

競
技
で
は
、
風
船
を
お
尻
で

割
る
「
尻
圧
測
定
」
、
ラ
ケ
ッ

ト
に
乗
せ
た
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を

落
と
さ
な
い
よ
う
に
走
る
「
ス

プ
ー
ン
レ
ー
ス
」
な
ど
の
他
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
か
ら
色
の

つ
い
た
割
り
箸
を
取
り
出
す
ゲ

ー
ム
や
、
「
玉
入
れ
」
な
ど
、

和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も
真
剣

勝
負
で
得
点
を
競
っ
た
結
果
、

山
田
東
区
が
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
や
ス
ポ
ン

ジ
ボ
ー
ル
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の

「
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
」
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
女
性
部
を
中
心
と
し

た
盆
踊
り
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

ご
協
力
い
た

だ
い
た
自
治
委

員
の
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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シ
ル
バ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

山
田
東
区
優
勝

９
月
15
日
（
月
・
祝
）
に
「
第
３
回
シ
ル
バ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
」
が
塚
脇
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
全
地
区
か
ら
総
勢

４
６
０
名
の
参
加
者
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

成績は次のとおり

優 勝 山田東 準優勝 山田西

３ 位 小 田 ４ 位 山 浦

５ 位 塚 脇 ６ 位 大 隈

９
月
14
日
（
日
）
に
玖
珠
地

区
青
少
年
健
全
育
成
育
成
協
議

会
主
催
「
子
ど
も
つ
り
大
会
」

が
、
玖
珠
川
塚
脇
側
河
畔
で
11

名
（
大
分
市
よ
り
2
名
）
が
参

加
し
て
、
関
係
協
力
者
13
名
の

支
援
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
水
量
が
多
く
、
心
地
よ
い

涼
風
が
吹
く
久
し
ぶ
り
の
快
晴

日
和
で
し
た
。

期
待
に
外
れ
て
釣
り
餌
に
寄

っ
て
来
る
魚
は
少
な
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
ひ
た
す
ら
川
面
を

見
つ
め
て
釣
果
を
追
い
求
め
る

子
ど
も
さ
ん
や
、
場
所
を
移
す

こ
と
な
く
背
後
か
ら
じ
っ
と
わ

が
子
の
釣
り
の
様
子
を
見
守
っ

て
い
る
親
御
さ
ん
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

11
人
で
釣
り
上
げ
た
数
は
合

計
９
尾
（
イ
ダ
６
尾
、
ハ
エ
３

尾
）
で
も
、
最
大
の
物
は
本
大

会
で
は
近
年
に
な
い
大
魚
（
ウ

グ
イ
・
別
名
イ
ダ
）
で
34
㎝
長

さ
も
あ
り
、
計
測
板
の
上
で
跳

ね
る
様
子
に
感
嘆
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

釣
り
を
通
し
て
生
命
や
環

境
の
こ
と
に
つ
い
て
も
学
び
、

釣
っ
た
魚
は
す
べ
て
計
測
の

後
、
川
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。
親

子
の
よ
い
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
図

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

大
物
が

釣
れ
た
！

◇大物賞 山崎 稜賀 さん ３４ｃｍ

◇大漁賞 迫頭 優斗・美紅 さん ３尾

◇特別賞 正岡 奏太・太一 さん 長浜小（大分市）

山
田
東
「
麻
生
愛
子
」
さ
ん

に
よ
る
選
手
宣
誓

狙いを定めてボールを投げる「ビン倒し」

なかなか割れない風船と格闘！！

「尻圧測定」

あっという間にカゴいっぱいに

なった「玉入れ」


